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夫婦間での育児参加状況に関する認識のずれと
夫婦関係満足度および育児ストレスとの関係

○大内善広（城西国際大学） 野澤義隆（東京都市大学）
萩原康仁（国立教育政策研究所）
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目 的

育児において夫婦協働で行われることが多くな

ってきているが，未だ父親の参加に関しては十分

な状況とはいえない。そうした中，実際に育児に

参加している時間や主観的な自己評価，配偶者か

ら参加していると思われているかどうかの認識が

ずれている可能性が考えられる。本研究では，そ

れらの関連性について検討し，特に自己評価と配

偶者からの評価の認識のずれが夫婦関係満足度や

育児ストレスとの関連について検討する。

方 法

調査方法 調査は 年 月にマクロミル社に

依頼しインターネット上で行った。未就学児の子

どもがいる父母子どもが同居している家庭という

条件でスクリーニングを行い， 件の有効なペ

アデータが得られた。

調査項目

育児参加状況：平日と休日における育児参加状況

について，それぞれ 種類で尋ねた。

時間：「 していない」「 ～ 分未満」「

分～ 時間未満」「 時間～ 時間未満」「 時

間～ 時間未満」「 時間～ 時間未満」「 時

間以上」の 件法で尋ねた。

自己評価：「 全くしていない」から「 いつ

もしている」の 件法で尋ねた。

配偶者からの評価の認識：配偶者から見て自分

がどれくらい育児に参加していると思われている

と思うかについて「 全くしていない」から「

いつもしている」の 件法で尋ねた。

夫婦関係満足度：諸井（ ）の夫婦関係満足度

尺度を使用し， 項目で 件法にて尋ねた。

育児ストレス：井上・柳田・深見・深野（ ）

などを参考に項目を作成した。負担感，時間のな

さ，不安感をそれぞれ 項目で 件法にて尋ねた。

結果と考察

父親と母親それぞれについて平日と休日の育児

参加状況に関する 種類の回答についてスピアマ

ンの順位相関係数を算出したところ， のよ

うな結果となり，全てが 水準で有意であった。

次に，育児参加状況に関する自己評価と配偶者

からの評価の認識の得点について，それぞれ か

ら を ， と を とした上で， × （ 群，

群， 群， 群）の 群に分けた 。

例えば， 群は自己評価として育児に参加してい

ると考えている一方で，配偶者からは参加してい

ないと思われていると認識している群となる。

父母，平日休日それぞれで各群の 夫婦関係満

足度， 育児ストレスの負担感， 時間のなさ，

不安感について記述統計量を算出した。なお，

各尺度得点は，関連する項目の得点の平均値で計

算した。その上で平均値の差の検定を行ったが，

母親に関しては 群， 群の度数が低いため比

較から除外した。その結果が である。

育児参加状況に関する認識に関して，時間，自

己評価，配偶者からの評価の認識の関係について，

順位相関係数や群分けした際の度数から，全体的

に関連していることが示された。

一方で，群分けした上での夫婦関係満足度や育

児ストレスの差に着目してみると，父母ともに，

自分は育児に参加しているのに配偶者からはして

いないと思われていると認識している 群 場

合には，育児に参加し配偶者からのそう思われて

いると認識している場合と比べて，夫婦関係満足

度が低いことが明らかとなった。また，そうした

状況の時に父親は育児負担感が高く，母親は平日

の育児参加に関して不安感が高いことが示された。
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保育行為スタイルの視点による保育者の専門性発達

上田敏丈（名古屋市立大学）
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はじめに

保育行為スタイルとは，これまで教育心理学を

中心とした領域でティーチング・スタイルとして

知見が蓄積されてきたものを，保育者に適応した

ものである。

従来の研究では，保育行為スタイルとは，量的

な分析を中心としており（小川ら ，田中ら

など），研究知見が蓄積されてきたものの，

年代をピークにほとんど進展がみられていな

い。ここには，従来の研究が保育者の行動のみを

測定し，その行為を裏付けている意味まで研究者

射程としていないこと，また，一旦，測定された

保育行為スタイルは固定的なものとして捉えられ

てきたという課題がある。

上田（ ）では，それらの課題を踏まえて，

保育者が日々の保育経験を通して自らの価値観と

結びつけていること，また，保育行為スタイルが

「変わらない」ものではなく，主体的に「変えな

い」ものであることを明らかにした。

しかし，一方でこれらの保育行為スタイルがど

の様に分岐し，多様化していくのかは明らかにさ

れていない。そこで本研究では，保育者の保育行

為スタイルがどのように分岐するのか，保育行為

スタイルの分岐プロセスを明らかにする。

方 法

本研究の研究協力者は，愛知県内の公立保育園

に勤務する２名の保育士（ミナ先生，マツリ先生，

共に仮名）である。２名の保育士は調査開始時，

３年目であった。おおむね３ヶ月に１回を基本と

して， 〜 年の３年間，インタビューを行

った。ミナ先生は公立保育園に配属後， 歳児を

経験し， 歳児を 年， 歳児， 歳児と担任して

いる。マツリ先生は，配属後， 歳児， 歳児，

歳児を 年， 歳児と担当している。 人へのイン

タビューは，現在の保育の状況，上手くいったと

感じた関わり，上手くいかなかったと感じる関わ

りについてを中心に約１時間行った。インタビュ

ー実施回数は 回である。これらの語りを分析し，

名の保育士の保育行為スタイルがどのように分

岐していくのかを （修正版グラウンデッ

ト・セオリー）及び （

）で明らかにする。なお，本研究は名古

屋市立大学大学院倫理審査委員会の承認を得てい

る。

結果と考察

分析結果から，３−４年目にかけて保育行為スタ

イルが分岐していく以下のポイントが明らかにな

った。

第一に，養成校時代で学んだ価値観と実際の幼

児集団をまとめていくための葛藤である。養成校

時代に，「子どもの目線に」「主体的に」という価

値観を持つが，実際の保育を行う上で，保育職員

全体のプレッシャーや保護者からのプレッシャー

から，幼児集団をまとめなければならないという

思いを持っていた。このような葛藤を抱える中で，

実際のフリー保育士や先輩保育士の影響から，指

導的に関わるか，また逆に応答的にまとめていく

ための関わりを中心に行うようになるのかの分岐

点が存在した。

第二に，他の保育行為スタイルの保育者による

影響という分岐点である。ミナ先生は， 年目に

指導的なフリー保育士の影響から自身も，同じ様

に関わっていくようになる。そのような関わりを

繰り返していくことで，日々の行為を意味づけて

いく「子どもが待つこと」の価値観を形成してい

くようになった。このようにミナ先生は指導的な

保育行為スタイルへと形成していった。

一方のマツリ先生は，同じ様に先輩保育士の影

響から自身も，応答的なかかわりを行うようにな

っていった。

このように，二人の保育者は初めて幼児クラス

を担当した際に，フリーの保育士や先輩保育士に

大きな影響を受けていることが明らかとなった。

総合考察

以上のように，本研究では二人の保育士の語り

から，保育行為スタイルの分岐となるポイントが

明らかとなった。

本研究では，公立保育園の保育士のみを対象と

しているため，今後，異なる文化の保育園や幼稚

園の保育者の語りを含めて，制さしてくことが課

題である。

付 記

本発表は，平成 年度文部科学省科学研究

費基盤研究（ ）「保育行為スタイルの分岐プロセ

スに関する縦断的研究」の研究の一環として行わ

れているものの一部である。
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